
（公財）日本ソフトボール協会指導者資格制度について 

 

公認指導者資格制度は２０２２年度より日本スポーツ協会公認指導者資格に一本化となります。 

（公財）日本ソフトボール協会主催大会への参加資格については以下のとおりとなります。 

 

２０２２年度より適用 

【公認スタートコーチ以上の資格適用種別】 

  （生涯種別）小学生、中学生、レディース、エルダー、エルデスト、一般男子、 

          壮年、実年、シニア、ハイシニア、教員 

  （学生種別）高校 

   

【公認コーチ１以上の資格を適用種別】 

  （競技種別）クラブ、実業団 

  （学生種別）大学 

 

※大学種別で、学生が監督を務める場合は、スタートコーチ取得でもよい 

※ 学生種別（高校）において国民体育大会に出場する監督は公認コーチ 1以上の資格を義務とする。 

※ 公認スタートコーチ資格は、原則取得者とするが受講手続き済みの者も現状同様の扱いとする。 

※ スタートコーチから公認コーチ１へのステップアップはできません。コーチ１養成講習会を受けなおすこと

となり、その場合の免除項目等はありません。 

 

スタートコーチ   

永久資格として４年ごとに登録更新できます。ただし、有効期限までの４年間（実質３．５年）のうちに既定の

義務研修を受講する必要があります 

 

講習時間   （集合講習） 7.5時間以上（1日講習） 

         （自宅学習）11.5時間 

カリキュラム  ※日程表参照 

受講料     10,000円  ※受講管理料 1,100円、リファレンスブック 1,650円 含む 

基本登録料  10,000円 

初期登録料  3,000円 

競技団体登録料  10,000円 

開催時期    2022年 5月開催で検討中 

 

コーチ１   

永久資格として４年ごとに登録更新できます。ただし、有効期限までの４年間（実質３．５年）のうちに既定の

義務研修を受講する必要があります 

 

講習時間   共通科目（通信講座） ４５時間 

専門教科（集合講習） 15時間以上（２日間講習）  

（自宅学習）  5時間（レポート等） 

受講料    共通科目 20,000円（リファレンスブック代込み） 

         専門科目 15,000円（受講管理料込） 

登録料    基本料 10,000円 

         初期登録料 3,000円 

         競技団体登録 10,000円 

開催時期   令和 4年度は開講予定なし 

 


